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特集（論文） 新しい戦争の考古学

「アジアから来た戦争」と北極圏の弓

岡安　光彦*

　アジア起源の複合弓や甲冑の出現、防御的集落や要塞の建造、戦傷遺骸の増加などを
根拠として、12世紀中頃にベーリング海峡を介して「アジア戦争複合体」が北米北極
圏に波及し、戦争を伴うチューレの東方への移住・拡散を促したとする「アジアから来
た戦争」論が、アメリカ考古学および人類学において盛んに議論されてきた。しかし、
ユーラシアの木質積層弓と、北米北極圏のケーブルバック弓とは全く別物である。ケー
ブルバック弓は、中石器時代のフラットボウの系譜を引く古式の弓である。対してユー
ラシア木質積層弓は、匈奴勃興期に内陸ユーラシアで成立したシヤ（弓の両端に取り付
けてテコの働きを促す硬い柄）を装着した彎曲複合弓の影響を受け、ユーラシア北縁で
成立したより新式の弓である。北米北極圏の「アジアから来た戦争」を、共通の弓の存
在を根拠に論ずるのは誤りである。ベーリング海峡周辺に端を発し、北米北極圏へと波
及したのは、強いていえば「ベーリング海峡戦争複合体」というべきものである。それ
と相前後して北米大陸で発生した「アタパスカン戦争複合体」と「ヌミック戦争複合
体」とを合わせて、互いに何らかの歴史的な繋がりを持った「北米戦争複合体」とみな
すことは可能だろうが、その成立にアジアが関与していたと捉えるのは、明らかに早計
である。
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図１　チュクチの小札式篭手（Bogoras 1904）

図２　コート形式小札甲冑とユーラシア木質積層弓による
チュクチの武装（Bogoras 1904）        　　　　　
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Ｉ　はじめに

　AD1150年頃、ベーリング海峡を介して、アジアか
ら北米北極圏に激しい戦争状態が波及した。そうした
状況を示す証拠として、アジア起源の複合弓や小札式
甲冑など新たな武器・武具がアラスカやアリューシャ
ン列島に出現するとともに、要所々々に防御的集落や
要塞が建設され始め、さらには戦傷を受けたとみられ
る遺骸が顕著に増加することが指摘されている。後述
するように、こうした「アジアから来た戦争」という
見方に関しては、アメリカ考古学および人類学者の間
で、大筋においてコンセンサスが成立しているように
思われる（Maschner 2000; Maschner and Mason 2013; 

Mason 2020）。
　しかし、戦争がアジアから波及したというのは、事
実だろうか。ハーバート・Ｄ・Ｇ・マシュナーが唱え
る（Maschner 2000）、「アジア戦争複合体」がベーリ
ング海峡を超えて北米北極圏を席巻したという仮説に
確実な根拠はあるのだろうか。本論の目的は、その問
題に、アジアの側から光を当てることにある。具体的
には、小札式甲冑とともに「アジアから来た戦争」の
根拠として繰り返し言及されてきた「アジア複合弓」
に焦点を当て、ユーラシア北部と北米北極圏の資料を
比較して、両者の関係を明確にし、それを通して、従
来の議論を批判的に検証する。

Ⅱ　 「アジアから来た戦争」または「アジア

戦争複合体」

１　20世紀前半の探検や発掘調査とその成果

　欧米の考古学者や人類学者が北米北極圏の暴力の起
源をアジアに求める際、その根拠として必ず引用する
のが、20世紀初頭に記された、ウラジミール・ボゴ
ラスの民族誌『チュクチ』（Bogoras 1904）の記述で
ある。19世紀末から20世紀初頭にかけて、ベーリン
グ海峡両岸の人類学的調査を主要目的に、アメリカを
代表する人類学者フランツ・ボアズによって組織され
たジェサップ北太平洋探検隊（Jesup North Pacific 

Expedition / 1897‒1902）にロシアから招かれたボゴラ
スは、いわゆるジェサップ領域（アジア側はアムール
川以北、北米大陸はコロンビア川以北）のなかでも主
にベーリング海峡西岸、アジア側の狩猟採集民、シベ
リア・エスキモー（ユピック）とチュクチの調査に従
事した。ボゴラスは後にロシアを離れてニューヨーク

に滞在し、アメリカ自然史博物館の学芸員として
『チュクチ』を著し、探検時に調査したベーリング海
峡西岸の狩猟採集民についての詳細な記録と鋭い考察
を残した。本論との関わりでとくに重要なのが、武装
や軍事施設に関する民族誌的記述で、それは今日の欧
米研究者がいうところの「アジアから来た戦争」の原
典となっている。
　ボゴラスが採集し記録した戦争に関わる資料のなか
で注目されるのが、ユーラシア大陸東端に住む先住
民、コリヤークやチュクチが使用していた骨角製や金
属製のスラット・アーマー（小札式甲冑）やアーム・
ガード（篭手）である（図１、２）。それらの特徴は一
見、東アジアで広く用いられた小札式甲冑に類似して
いる。なかでもボゴラスの注意を引いたのが、チュク
チから入手した甲冑で、ボゴラスはこれを先の小札式
の篭手とともに日本製と判断し、鉄製の甲冑類が朝鮮
人交易商などを介して、中国北部や朝鮮半島、さらに
日本列島からシベリアや沿海州、オホーツク海を経て
遠くベーリング海峡西岸へと流通していたことを端的



図３　チュクチ使用甲冑（Bogoras 1904）
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に示す資料であると捉えた（図３）。ボゴラスのこの
見解が、今日でも広く踏襲されている。
　弓矢や槍は、武器としても狩猟具としても用いるこ
とができる。これに対して、甲冑は純粋に対人戦闘の
みを目的に多大なコストを投入して製作された「純粋
な」武器である。アジアで広く用いられてきた小札式
甲冑が、ベーリング海峡両岸の狩猟採集民の間で使用
され始めた事実は、激しい武力抗争が、アジアから北
米北極圏に持ち込まれたことを裏付けている。ボゴラ
スの考察を介して、欧米研究者は、そのような結論に
到達し、今日に至っている。
　この問題に関しては、アジア側から考察した梶原洋
による研究がある（梶原 2009, 2017）。梶原は甲冑の
小札を穿孔箇所などの要素から８型式に分類し、日本
列島の甲冑と比較して、次のような結論を導いた。日
本（本州）では渤海を代表とする大陸との関係が希薄
になったあと、AD10～11世紀に独自の大鎧が成立し
た。これに対して、北海道や樺太では、ニブフの鉄製
甲冑、樺太アイヌの皮革製甲冑や北海道アイヌの小札
式甲冑などに示されるように、コート形式の甲冑が存
在することから、中世あるいは近世に至っても、大陸
との軍事的結び付きが継続していることが分かる。さ
らに、ユーラシアの甲冑小札には、全域に分布する共
通型式と、中国北部・朝鮮半島・沿海州・日本に分布
する東部型式の２種があり、東部型式の起源は沿海州
ポリツェ文化以前から認められる骨製小札にあると推

定できる。甲冑小札の素材は骨から鉄に変化したが、
騎馬の風習を取り入れる過程で、東部型式の外重ね式
挂甲が生まれた。女真期の沿海州の甲冑には、胴丸甲
冑など類似型式が認められるので、奈良、平安期を通
じて日本列島の甲冑と何らかの技術的つながりがあっ
た可能性を読み取れる。アムール川流域では BC ６～
４世紀の初期鉄器時代に小札式甲冑が出現するが、そ
の初期には骨製の小札もみられる。中国の史書『三國
魏志陳留王本紀』に景元三年（AD262年）の粛慎の
貢物として「肅慎國遣使重譯入貢、獻其國弓三十張、
長三尺五寸、 矢長一尺八寸、石砮三百枚、皮骨鐵雜
鎧二十領、貂皮四百枚」の記述があり、また『晉書列
傳』にも「有石弩、皮骨之甲、檀弓三尺五寸、 矢長
尺有咫」といった記述が認められることから、現在の
極東や沿海州の民族（粛慎や挹婁）が皮や骨の甲冑も
使用していたことが分かる。チュクチの骨製小札やエ
スキモーの骨製、セイウチの牙製小札も、ソウル夢村
土城出土の百済初期の骨製小札式甲冑と同様、同系列
に属すると考えられるという（梶原 2009, 2017）。
　いっぽう、ボゴラスはチュクチの弓についても紹介
している。引張力に強いカバノキ系の木材を弓背に、
圧縮力に強いマツなど針葉樹系の木材を弓腹に配し、
両者を魚類の膠で接着した積層複合弓（two-wood bow 

/ laminated wood bow）である。弓幹の両端には硬いカ
バノキ材を用いたシヤが装着され、膠で接着した後に
動物の腱やカバノキの外皮を巻いて補強している。こ
のようにシヤを装着した積層弓については後で詳しく
検討する。
　アジア戦争複合体との関係でボゴラスが記載した重
要な資料としては、他にチュクチの所有する大型の組
み立て式皮革製カヌー（skin boat）や、犬橇がある。
いずれも、ネオエスキモーのチューレが、アラスカ西
部から出発して、またたく間にグリーンランドまで拡
散した際の、強力なツールとなったと考えられている
が、それらの採用時期をめぐっては現在でも議論が分
かれている（Mason 2020）。
　以上のようにボゴラスがベーリング海峡西岸、アジ
ア側の狩猟採集民の民族誌を記した『チュクチ』と並
んで、ジェサップ北太平洋探検隊が残した民族誌研究
の成果に、カムチャッカ半島周辺で同様の調査に従事
したウラジミール・ヨヘルソンの『コリヤーク』があ
る（Johelson 1905）。ヨヘルソンの記録によれば、カ
ムチャッカ半島に居住するコリヤークも、先のチュク
チと全く同様の小札式甲冑と木質積層弓で武装し、自



図４　戦跡に散乱する遺骸（Rasmussen 1927）

図５　セントローレンス島出土品（図右下に弓を模した
玩具が見える）（Collins 1937）   　　　　　　
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然地形を利用した要害を築いて、いくつかの地域集団
に分かれて互いに抗争していたことが分かる。こうし
たヨヘルソンによる記録もまた、ボゴラスのそれと並
んで、アジアから北米北極圏に武力抗争が波及したと
いう伝統的な見解を、初期の段階から支えてきた。
　北米北極圏の北縁に沿って北大西洋と北太平洋を結
ぶ北洋航路を、ヨーロッパ人として初めて犬橇で横断
したのが、優れた探検家を兼ねたデンマークの民族学
者、クヌート・ラスムッセンである。ラスムッセンは
７次にわたる「チューレ探検隊」を主導し、イヌイッ
トおよびエスキモー研究の先駆者として多くの民族誌
的記録を残した。北米北極圏のネオエスキモー集団に
対して、それが妥当だったかどうかはともかく、今日
でも広く用いられている「チューレ」という呼称を与
えたのもラスムッセンである（Mason 2020）。本論と
の関係で重要なのは、北米北極圏西部におけるエスキ
モー集団間の激しい抗争の状況を、白骨が散乱する
生々しい戦跡写真などを含めて文書化し、記録に残し
たことである（Rasmussen 1927、図４）。ラスムッセ
ンの記録と考察は、20世紀後半以降のアーネスト・
バーチ等による北米北極圏の戦争研究に継承されるこ
とになった（Krupnik 2012, Mason 2012）。
　北米北極圏考古学の金字塔として重要な学史的位置
を占めるのが、ヘンリー・Ｂ・コリンズによる『アラ
スカ州セントローレンス島の考古学的調査』である
（Collins 1937）。1928年から1931年にかけて、スミソ
ニアン博物館が二次にわたって実施した、ベーリング
海峡に浮かぶセントローレンス島のエスキモー遺跡で
実施された発掘調査についての詳細な報告書で、今日
から見れば発掘の内容や方法に限界があるとはいえ、
調査状況や出土遺物の多くが詳細な文書と鮮明な写真
で記録されており、貴重な情報源となる。後述するよ
うに、この報告書の記録によって、オールド・ベーリ

ングシー・トラディションの段階で、既に今日のエス
キモー・ケーブルバック弓と同様の弓が用いられてい
たことを確認することができる（図５）。オールド・
ベーリングシー・トラディションは、BC250～ AD400

年頃に発生し、AD600～800年頃に全盛期を迎え、
AD1300年頃まで続いた文化で、チューレの母体と
なった集団に関係していると考えられている（Mason 

2016）。
　本論において重要なのは、コリンズが報告書のなか
で進めた様々な考察（Collins 1937）が、先のボゴラ
スの論考と並んで、「アジアから来た戦争」論に強い
影響を与えてきた点である。コリンズは、セントロー
レンス島の発掘で出土した骨製の甲冑用小札に着目
し、ボゴラスと同様、『三國魏志陳留王本紀』の「粛
慎が AD262年に弓、矢、革や骨や鉄で作られた鎧を
献じた」記事と関連付けた上で、そのような鉄の知識
がシベリア経由で北上し、少量の鉄がベーリング海峡
とセントローレンス島に到達した可能性があると記し
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ている。さらに７世紀に粛慎と日本との間に何度かの
海戦があったことについても触れ、東アジアとベーリ
ング海峡とを結ぶ交易や交流について考察を広げてい
る。なお、ベーリング海峡周辺の骨製小札甲冑に関し
ては、外部の文化との接触なしに、独立して発生した
という考えを残している。

２　 アーネスト・バーチによる「エスキモーの戦

争」の再発見

　第２次世界大戦が終結し20世紀後半に入ると、ル
イス・ビンフォード（1931～2011）に代表されるプ
ロセス考古学が興隆し、ナチスに利用された考古学へ
の反省もあって、「文化拡散主義」が封印されるとと
もに、文化はそれぞれの地域の生態系に適応して各個
に進化したと捉える思考の枠組みが、考古学者や人類
学者の間に浸透した。同時に「狩猟採集民社会に戦争
はない」とするテーゼが信奉されるようになり、ヨー
ロッパ人との接触まで、アメリカ先住民は平和な社会
に暮らしていたとする考えが、研究を進める上でのア
プリオリな前提となった。いっぽう、20世紀前半ま
での学史は忘却される傾向にあった。それは北米北極
圏のイヌイットあるいはエスキモーをめぐる研究につ
いても同様で、当時のエスキモー研究の権威ロバー
ト・Ｆ・スペンサーも、北アラスカのエスキモーに関
する有名なモノグラフのなかで、アラスカ北極圏のイ
ヌピアトの間には「戦争のしくみはなかった」と断言
する状況にあった（Burch 1991）。
　こうした戦後考古学の流れのなかで、「エスキモー
の戦争」を再発見したのが、アメリカの人類学者アー
ネスト・Ｓ・バーチである。バーチはアラスカ北西部
の小さな村キヴァリナに住み込み、1960年代から
1980年代にかけて行った広範なインタビューや記録
文書に基づいて、AD1800年頃のアラスカ北西部のイ
ヌピアトの政治経済、人口動態を再構築する研究に従
事していたが、人類学的聞き込み調査を進める過程
で、平和の民であったはずのエスキモー社会で、かつ
て激しい武力抗争が恒常的に生じていたのではないか
と疑い始め、最終的にはそれを確信するに至った。
バーチはこう述べている（Burch 1991）。「私は、ラス
ムッセンが数10人の遺体がはっきりと見える古い戦
場の写真を発表していたことを発見してショックを受
けた。以前この資料を何度も読んでいたにもかかわら
ず、見落としていたからである」。「イヌピアトは、確
執と戦争を明確に区別していた。戦争の文脈では、火

器戦術と衝撃戦術の違い、火器と衝撃兵器について話
している。鎧を着ること、戦線を操ること、矢を放つ
ことなどを話し、ストックヤードや土塁についても話
した。要するに、いかなる狩猟民族についても記述さ
れたことのない、洗練された種類の戦争について話し
ていたのだ」。
　バーチは、口承に基づく歴史再構築の方法で、19

世紀初頭に遡るアラスカ北西部全域の生活や歴史的展
開の多くの側面を詳細に再構築したが、友人の人類学
者イゴール・クルプニクは「彼は、タイムマシンを使
わず、発掘用の移植ゴテを持ち上げることもなく、約
200年前の1800年代初頭の北極圏、とくに北アラスカ
の先住民の生活について語り、書くことができた唯一
の人類学者だった」と述懐している（Krupnik 2012）。
　バーチによれば、アラスカの先人たちは多数の「ネ
イション」に分かれた社会を構成し、それぞれ人口的
には小さかったが「イスラエルとシリア、あるいはド
イツとオーストリアのように、互いに異なる存在だっ
た」。「ネイション」はそれぞれ明確に区切られた領土
を支配し、明確に定義された「国民」で構成されてい
た。18世紀半ばのアラスカの政治地図は、中世ヨー
ロッパの政治地図を彷彿とさせるものであった。そし
てそれらの「ネイション」は、相互に激しい武力抗争
を繰り返し、あるいは同盟して共通の敵と戦ってい
た。戦いの目的は、敵の根絶にあり、実際に多くの村
で村民が皆殺しにされ、廃墟と化す状況にあった
（Burch 1991）。

３　バーチの後継者と「アジアから来た戦争」論

　20世紀も終わろうとする1990年代に入ると、プロ
セス考古学の退潮とともに「文化拡散主義」への封印
が解け始める。その動きの嚆矢となったのが、後に
『馬・車輪・言語』（Anthony 2007）を著し、2010年の
アメリカ考古学協会賞を受賞した人類学者、デイ
ヴィッド・Ｗ・アンソニーによる論文「考古学におけ
る移住─赤ん坊と風呂水─」である（Anthony 1990）。
アンソニーは「システム志向の考古学者が、移住を否
定することで、水と一緒に赤ん坊を捨ててしまってい
る」と、プロセス考古学を批判するいっぽう、グスタ
フ・コッシナの移住モデルについて、肯定すべきとこ
ろは肯定すべきだとして再評価し、ゴードン・チャイ
ルドの業績を讃えて、人類の移住や拡散の問題を考古
学研究の視野の内に積極的に取り入れるべきだと訴え
た。
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　先のバーチは、自らが口承に基づく歴史再構築の方
法で概念化した「ネイション」を、より具体的に物質
文化から検証し、「戦争と同盟」の実体を再構築する
のは、「君たち考古学者の役目だ」という「遺言」を
残した（Krupnik 2012; Mason 2012）。多くの考古学者
がその遺志を受け継ぎ、「エスキモーの戦争」の実体
を解明するための作業に取り組み始めた。その結果明
らかになってきたのが、戦争の考古学的証拠、すなわ
ち防御施設、集落の特異な占地、埋葬施設における極
端な性差、戦傷遺骸、人口動態の急激な変化、武器
（短剣・棍棒・弓矢）や武具（盾や甲冑）の出現と増
加あるいは拡散などである。そしてその結果、20世
紀前半の考古学的・人類学的成果の学史的再評価を含
む一連の研究が、はじめに述べたように今世紀に入っ
ての「アジアから来た戦争」論、さらには「アジア戦
争複合体」へと帰結したのだった（Maschner 2000; 

Cooper and Bowen 2013; Darwent and Darwent 2014; 

Mason 2020）。
　1999年にコペンハーゲンで開催された学術会議『北
極圏の地域性と文化的接触』において、アメリカの考
古学者ハーバート・Ｄ・Ｇ・マシュナーが「破局的変
化と地域間の相互作用─南ベーリング海の動的世界シ
ステム─」と題する講演のなかで使用したのが、「ア
ジア戦争複合体」という語の初出である（Maschner 

2000）。マシュナーは、AD1150年前後に発生したアジ
アから北アメリカへの戦争複合体の拡散が、ベーリン
グ海峡に急激な政治的進化と深刻な緊張をもたらし、
環境・人口動態・社会組織・生活・貿易・文化などの
すべての領域における変化に決定的な影響を与えたと
し、戦争複合体の具体的な指標として、アジア起源の
複合弓・甲冑・特殊な戦闘鏃・防御集落・要塞の存在
などを列挙した。
　戦争複合体という用語を用いたのは、マシュナーが
初めてだが、ベーリング海峡周辺からアラスカにかけ
ての北極圏で12世紀中頃から長期に亘って蔓延した、
先住民間の激烈な戦争状態をめぐる民族誌的、考古学
的研究において、戦いの淵源をアジアに求める考え
は、プロセス考古学が隆盛を極めた第２次世界大戦後
の比較的長い期間を除いて、研究者の間で広く支持さ
れてきた。アラスカ先史文化研究の第一人者、オー
ウェン・Ｋ・メイソンも、ほとんどの東アジア社会が
この時期に「帝国主義の拡大」を経験しており、この
戦争複合体が北東アジアから北米に広がったことが、
ベーリング海峡地域での一連の急速な政治的発展の舞

台となったと強調している（Mason 1998）。「アジア戦
争複合体」は、多くの北米研究者が長きにわたって
「アジアから来た戦争」と捉えてきた、北極圏の戦争
をめぐる複雑多岐な諸相を、一語で総括的に表現でき
る、便利で魅力的な概念ということができるだろう。
　以上のように北米考古学や人類学で受け継がれてき
た「アジアから来た戦争」論、あるいは「アジア戦争
複合体」概念をアジア側から見た場合、それは妥当だ
といえるだろうか。以下では、その問題を、新旧両大
陸の複合弓の比較を通して、検証してみたい。

Ⅲ　 北米北極圏とユーラシア北部の複合弓

の比較

　北極圏の複合弓には大きく二つの地域的なグループ
がある。一つは北米北極圏に分布するエスキモーの
ケーブルバック弓、もう一つはユーラシア北縁に分布
するユーラシア積層弓である。両者の間にはどのよう
な関係が認められるのだろうか（図６）。

１　北米北極圏のケーブルバック弓

　北米北極圏の弓と矢はドーセット期（BC500～
AD1300年頃）に一度消滅し、その後チューレの登場
とともに復活したとされている（Maschner and Mason 

2013）。考古学的資料から得られる情報は、1930年代
にセントローレンス島で行われた発掘調査で出土した
弓を模したとみられる玩具の例（Collins 1937）など
を除けば、ごくわずかしかない。そのため、北米北極
圏の弓について詳細を知るためには、ヨーロッパ人と
の接触以降に採集された、民族学的資料に頼る必要が
ある。その貴重な情報源となるのが、博物学者のネル
ソン等が極地探検で収集し、アメリカ国立博物館に所
蔵されたエスキモー弓について、アメリカの民族学者
マードックが残した報告である。とくにその詳細な図
版は、今日でも大いに参考になる（Murdoch 1884）。
　エスキモー弓の主体部である弓幹は、針葉樹を扁平
な二翼プロペラ形に削り整えた、いわゆるフラットボ
ウである（図７）。扁平な弓幹の形状は、中石器時代
から新石器時代にかけて、ユーラシア北西部で使用さ
れた、いわゆるホルムガード型の弓に、弓筈部を含め
てよく似ている。エスキモー弓では、この扁平な弓幹
をトナカイやシカの腱を三編みにしたケーブルで密に
緊迫することで、弓背を強化している。本論では、こ
の特殊な複合弓を、英語の名称（Cable-backed bow）



図６　両大陸北部における弓の分布

図７　エスキモー・ケーブルバック弓（シヤを持たないフラットボウ）（Murdoch 1884）
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をそのまま用いて、ケーブルバック弓と呼ぶことにす
る。次に述べるユーラシア北部の木質積層弓と異な
り、弓幹の両翼にシヤを装着することはない。エスキ
モー弓としてはこの他に、木材を入手しにくい地域
で、トナカイの角から製作した部材をリベットで固定
した、骨角製ケーブルバック弓などが使われる場合も
あった（Murdoch 1884）。
　ケーブルバック弓は、アラスカからグリーンランド
まで北米北極圏に広く分布する他、ベーリング海峡を
挟んでユーラシア大陸東端にもわずかに分布する。そ
の分布域は、チューレの文化的後継者とされる、今日
のエスキモーおよびイヌイットの居住域に基本的に重
なる。
　複合弓の一般的な発達史から捉える限り、北米北極
圏のケーブルバック弓は、後述するように、シヤを用
いない点でユーラシア北部の木質積層弓に比べ、より
古い特徴を示し、その形態は中石器時代に起源を持つ
単一素材のフラットボウによく似ている。

２　ユーラシア北部の複合弓

　ユーラシア北部の複合弓は、弓腹側に圧縮力に強い
針葉樹を、弓背側に引張り力に強いカバノキ系の木材
を配し、両者を接着剤で貼り合わせて扁平な弓幹と

し、その両端に硬いカバノキ材の部品であるシヤを装
着した、木質積層（ラミネート）弓である（図８）。
　シヤとは弓の両端に配置したテコの働きを促す硬い
柄で、ステップの騎馬遊牧民によって発明されたと考
えられる（図９）。このシヤの登場をもって、彎弓の
開発は基本的に完結し、ウマとともに騎馬遊牧民がそ
の勢力を急速に拡大させていくための原動力となっ
た。シヤのない、例えばイングランド・ロングボウの
ような単一素材弓では、弓を引けば引くほど、引いた
距離に比例してより強い力で弓を引く必要が生じる。
これに対して、シヤを持つ弓では、弓弦が引かれシヤ
に力が伝わると、シヤと弓幹の結節部を支点としてテ
コの原理が働き、弓幹が容易に湾曲して、弓を均一な
力で滑らかに引くことが可能となる。剪定バサミの柄
を両手で持って力を加えると、刃部に力が集中し、テ
コの原理で太い枝でも楽に切り落とせるのと同様であ
る。この硬い柄の部分を、アラビア語ではシヤ
（siyah）、ハンガリー語ではサルフ（szarv）、フィンラ
ンド語ではサルヴィ（sarvi）、トルコ語ではカサン
（kasan）と呼ぶ（Maenchen-Helfen 1973）。サルヴィと
サルフはいずれも角を意味するが、それはシヤがもと
もと骨角製の部品だったからである。日本ではシヤを
「弓弭」と呼ぶ研究者もいるが（高濱 2010）、シヤを



図８　ユーラシア木質積層弓（両翼にシヤを持つ）（Sirelius 1919）

図９　弓幹の両翼にシヤを持つ彎弓（東トルキスタン・ミラン遺跡出土弓をもとにした模式図）

225

「
ア
ジ
ア
か
ら
来
た
戦
争
」
と
北
極
圏
の
弓



226

『
年
報
人
類
学
研
究
』
第
12
号
（
２
０
２
１
）

A
nnual Papers of the A

nthropological Institute Vol. 12 (2021 )

持たない弓の先端部も「弓弭」と呼ぶことが多いので
紛らわしい。本論では混乱を避けるため、欧米の論文
で一般的に用いられるシヤの語を採る。
　ユーラシア北部の木質積層弓は、西に分布するフィ
ノ・ウゴル弓と、東に分布するシベリア積層弓の２つの
グループに大別することが可能である（Lepola 2015）。
両者の外観はよく似ているが、素材や構造がやや異な
る。ただし、フィンランド国立博物館の収蔵品解説
（The National Museum of Finland online: https://www.

kansallismuseo.fi/en/collections/suomalais-urgilainen-

kokoelma）のように、両グループをシベリア・タイプ
複合弓（Siberian type composite bow）とひとまとめに
して捉える場合もある。
　フィノ・ウゴル弓は、先住民のフィノ・ウゴル語族
に用いられてきたことから、その名があり、シベリア
西部（オビ川とエニセイ川の中間部から西側）からス
カンジナビア半島までの広大な地域に分布している。
傾斜地に生育したマツが積雪の重さで屈曲した部位で
あるマツ圧縮材（compression wood）の薄板を弓腹に、
カバノキ系木材の薄板を弓背に配し、両者を接着して
弓幹とした木質積層弓である（Lepola 2015）。
　フィノ・ウゴル弓の製作過程で用いられる接着剤
は、カバノキの樹脂（このため水に敏感なので防水の
ために完成後の弓をカバの木の樹皮で被覆する）とす
る説と（Lepola 2015）、魚類から採った膠とするフィ
ンランド国立博物館の収蔵品解説（The National 

Museum of Finland online: https://www.kansallismuseo.fi/

en/collections/suomalais-urgilainen-kokoelma）など２説
あるが、本論では後者に従う。
　フィノ・ウゴル弓は、鉄器時代のスカンジナビア
で、気候が徐々に寒くなるにつれて姿を現した。ス
ウェーデン、ノルウェー、フィンランドでは、フィ
ノ・ウゴル弓の考古学的発見が９件あるが、ほとんど
の出土品は鉄器時代から中世にかけてのものである。
マツ圧縮材を素材とする弓幹は、スカンジナビア周辺
の湿地や湖で発見されており、フィンランドで発見さ
れた最古の考古学的資料は、BC300～200年頃まで遡
る（Lepola 2015）。
　これに対して、北ユーラシア東部に分布するシベリ
ア積層弓は、多様な種類の木材から作られ、必ずしも
マツ圧縮材を用いない。ナナイとオロチは弓にブナを
使い、ニブフはトネリコやポプラ、ヤナギを、チュク
チは流木を集めて弓を作っていた。中央シベリアのナ
ガナサンスの複合弓は、カラマツの根の樹脂性薄板を

何枚か重ねて接着し、シラカバの樹皮で包んだもので
ある。シベリア積層弓の最古の事例は、現時点では
AD1000年の初めに遡るエヴェンクの埋葬地から出土
した断片とされる（Lepola 2015）。
　ユーラシア東部のシベリア積層弓の材質や構造が多
様性に富むことは、この地域の長くて複雑な複合弓発
達史を反映していると考えられる。いっぽう、ユーラ
シア西部のフィノ・ウゴル弓は、広範囲に分布するに
も関わらず比較的均質である。このことから、ユーラ
シア・タイガ地帯の多様で原初的な圧縮木単一素材弓
や原初的な積層弓が、洗練された積層型フィノ・ウゴ
ル弓に先行していた可能性が高い。現時点で得られる
考古学的資料では検証できないが、フィノ・ウゴル弓
は、ユーラシア東部で開発されたシベリア積層弓のプ
ロトタイプが伝播したか、またはその影響のもとに
ユーラシア西部で開発されものと考えられる（Lepola 

2015）。
　なお、シベリア積層弓では、両弓端のシヤ基部に弦
橋（string bridge）と呼ばれる突起を付け、弓の弦を
最適な位置に保持するストリング・ガイドと弓幹を保
護するショックアブソーバーを兼ねた装置とする場合
がある。弦橋成立の経緯や時期について、レポラは言
及していないが、シヤの導入なども含めて、ユーラシ
ア中央部ステップ地帯の先進的複合弓の影響を受けて
採用した部品と考えられる。
　考古学的資料が乏しいので、ユーラシア北部の木質
積層弓が、どのように発達してきたかは完全には分か
らないが、複合弓の先進地であるユーラシア内陸乾燥
地における弓の発達史を介して、大まかな推定はでき
る。弓背に腱、弓腹に角、骨製のシヤを弓幹の両翼に
配し、膠で接着した動物素材の典型的な彎曲複合弓が
成立した時期は、スキタイ期より遅く、匈奴の勃興期
と重なる（髙濱 2010）。シヤを持つユーラシア積層弓
の成立は、匈奴式の完成された複合弓が広く普及し
て、亜寒帯や寒帯地域の弓がその影響を受けた時期に
違いない。後で簡単に触れるように、日本列島におけ
る和弓成立の時期も、北ユーラシア周辺における弓文
化の一連の変容に関係している可能性がある。

３　中石器時代のフラットボウ

　ユーラシア積層弓と異なり、北米北極圏のケーブル
バック弓には、弓幹の両翼にシヤを装着しない。弓幹
の形状は、中石器時代から新石器時代にかけて用いら
れた、ホルムガード型の弓（図10）によく似ている。



図10　ホルムガード型フラットボウ（イギリス新石器時代メアヒース遺跡出土）（Coles他 1973）

図11　ユーラシア木質積層弓の影響をみてとれる和弓（両弭の「関板」をシヤとみなすこともできる）
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　考古学的に確実に最古の資料として確認できる弓
は、現時点では1944年にデンマークのホルムガード
沼沢地で発見された、マグレモーゼ文化期後半、
BC7000年頃に比定される全長約170cmの大型のフ
ラットボウである。ニレ材を用い、断面Ｄ字形の扁平
な弓幹を持ち、中央が括れた二翼プロペラ状の外形に
削り整えている。同種のいわゆるホルムガード型のフ
ラットボウは、引き続き新石器時代まで用いられたこ
とが分かっている。ただし新石器時代に入ると、素材
がニレからセイヨウイチイに変化する。その理由は、
気候変動による周辺植生の変化に伴う弓幹材選択の最
適化の結果とされている。なお、新石器時代後半か
ら、フラットボウは丸木の長弓に置換される（Sachers 

2009）。
　ホルムガード型の弓は、中石器時代から新石器時代
（BC ８千年紀～ BC ３千年紀）までの間、ヨーロッパ
北部で5000年余にわたって使用されたが、調査が進
めば、より広大な地域で同種の弓が確認される可能性
が高い。そうした予測を裏付ける資料として、BC １

世紀の韓国茶戸里１号墳から出土した、フラットボウ
２点がある（大韓民国国立中央博物館 2012）。形状的
にはホルムガード弓によく似ているが、地域も時期も
かけ離れているので、直接的な系譜関係を議論するこ
とは難しい。しかし、中石器時代のヨーロッパと、鉄
器時代の極東との間に広がる、ユーラシアの時空間の
何処かに、ホルムガード型の弓を使用し続けていた地
域が存在していたことを推測する材料にはなる。いず
れ中石器時代のフラットボウと繋がる中間的な資料が
発見される可能性はあるものの、現時点では、北米北
極圏のケーブルバック弓の起源は、オールド・ベーリ
ングシー・トラディション文化まで遡るということ以

外、謎に包まれている。

４　和弓の成立とユーラシア積層弓

　竹や木材を弓幹の素材とし、それらを魚から採った
膠で接着して製作した和弓は、弥生時代の考古資料
に、そのプロトタイプの出現の痕跡が認められるが、
確実には古墳時代中期の５世紀代から日本列島で用い
られ始めた丸木の長弓である原始和弓をベースとし
て、その姿形はそのままに、強引ともいえる積層弓化
を進めた弓である。持ち手の が弓幹の中央ではなく
下部に位置する上長下短の構造を含めて、他に例をみ
ない特殊な木質積層弓ということができる（岡安 

2013, 2015）。
　丸木の単一素材弓である原始和弓が、弓背に竹を張
り付けた伏竹弓へと改良され、和弓への移行を開始し
たのは平安時代中期とされる（山田 2010）。和弓には、
原始和弓と同様、弓背に弱い外反（裏反り／ reflex）
がある。竹を主材として用いる点は異なるが、弓背の
裏反り、植物質を用いた弓幹の積層構造、接着剤とし
て魚から採取した膠を用いる点など、ユーラシア積層
弓と共通する点が多い。原始和弓が和弓へと改良され
る過程で、弓の両端にユーラシア積層弓のシヤに相同
する「関板」が付けられるようになることも含めて、
平安時代中期（10世紀）における積層弓化には、ユー
ラシア北東部の影響を認めることができる（図11）。
先述したように、日本列島の小札式甲冑は、古墳時代
からユーラシア東部、極東地域との密接な関連を持っ
て互いに影響し合いながら発達し、女真期の沿海州に
も類似した甲冑が認められるなど、奈良、平安期に
至っても、何らかの技術的な繋がりがあったことが指
摘されている（梶原 2017）。平安時代中頃における和
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弓の成立にも同様の背景があったとしても不思議はな
い。
　では何故、ユーラシア積層弓は完全な形では受容さ
れず、原始和弓の改良（積層弓化とシヤ相同部品の追
加）に留まったのだろうか。その理由は、古墳時代中
期に騎馬文化が導入された際、騎馬戦闘に最適な動物
素材の彎曲複合弓が受容されず、乗馬にはまるで不向
きな、丸木の長弓が用いられ続けた理由と同一であっ
たと思われる。
　弓を自在に使いこなすためには、長期間の修練を要
する。そのため、幼少期から男子に子供用の弓を与え
訓練を積ませる民族が多い。その結果、ある民族固有
の弓は、その民族固有の身体技能と融合し、新来の弓
は受け入れにくくなる。さらに、そうした伝統的な弓
は、他の武器や武具とともに、対外戦闘の際には戦士
たちにとって極めて重要な敵味方識別のためのエス
ニック・マーカーとして機能したと思われる。もしそ
うであれば、原始和弓の姿形を保つことには、特段の
意味があったはずである。日本列島の戦士集団が、大
陸の彎曲複合弓を受け入れず、上長下短の長弓に頑な
に固執したことには、そうした文化的背景があった可
能性が考えられる（この問題に関しては、いずれ別の
機会に詳しく議論したい）。
　北米北極圏のネオエスキモー集団が、長期にわたる
アジアとの文化的接触にも関わらず、固有のケーブル
バック弓を保持し続け、シヤを持つより先進的なユー
ラシア積層弓を受容しなかったことにも、同様の文化
的要因、すなわち戦士集団の身体的戦闘技能と民族固
有の武器の一体化、自分たちのエスニック・マーカー
たる武器への信頼と忠誠心などの多様な要素が、複雑
に関与していたのではないだろうか。

Ⅳ　結論

１　北米大陸の弓と戦争拡大の起源

　北米北極圏のケーブルバック弓は、北ユーラシアに
広く分布する木質積層弓と比較すると、シヤを持たな
い点において原始的で、中石器時代に出現したフラッ
トボウの特徴を継承した古式の弓である。茶戸里１号
墳出土弓の事例から、ユーラシアには BC １世紀頃ま
でフラットボウを用いた地域があったので、北米北極
圏のケーブルバック弓も、そうした弓の系譜を引く可
能性があるが、両者を繋ぐ考古学的資料は現時点では
ない。

　先述したように、北米北極圏の古い弓について情報
を得られる貴重な資料としては、1930年代にベーリ
ング海峡のセントローレンス島で発掘された、大人の
弓を精巧に模したとみられる何点かの玩具がある
（Collins 1937）。オールド・ベーリングシー・トラディ
ションに所属する遺物であるが、その形状は、今日の
エスキモー・ケーブルバック弓に酷似している。オー
ルド・ベーリングシー・トラディションは、チューレ
に先行し、おそらくその母体となった文化集団である
（Mason 2016a, 2016b, 2020）。この資料を基に判断する
と、12世紀中頃に開始された、チューレの武力を伴
う急速な拡散を支えた弓は、今日のエスキモー・ケー
ブルバック弓と同種の弓であったと考えることができ
る。オールド・ベーリングシー・トラディションは
BC250～ AD450年頃に成立した文化集団と推定され
ているが、彼らがその当初からケーブルバック弓を所
有していたのか、何らかの時点で他の文化集団から受
容したのかは不明である。
　メイソンによる長年の研究成果に基づくと、チュー
レの初期の拠点は、セントローレンス島などのベーリ
ング海峡島嶼部とアラスカ半島西岸にあった。彼等の
移住・拡散は、アジアからではなく、ベーリング海峡
沿岸から開始されたと表現したほうが正確である。移
住開始の要因については、考古学者や人類学者の間で
未だに意見が別れている。メイソンは近年になって
「アジアから来た戦争」に重きを置く当初の自説を部
分的に修正し、チューレ社会が捕鯨の盛況による富の
蓄積を背景に複雑化し、貧富の差が顕在化していくな
かで、増大した貧困層が何かをきっかけに移住・拡散
を開始し、社会的矛盾の解消を図ったのではないかと
いう仮説を提示している（Mason 2020）。
　もしチューレまたはその母体となった文化集団が、
隣接するユーラシアの何れかの文化集団からユーラシ
ア積層弓を受容し、それを武器として東進したのであ
れば、「アジアから来た戦争」論が、弓という物質文
化資料を論拠に成立し、「アジア戦争複合体」概念も
妥当なものとなるかもしれない。また、チュクチなど
アジア側の民族集団が、先進的なユーラシア積層弓を
武器に、北米北極圏の先行社会を薙ぎ倒し、その勢い
でグリーンランドまで移住・拡散したというのであれ
ば、同様のことがいえるだろう。しかし、そうしたこ
とは起きなかった。
　いっぽう、エスキモー・ケーブルバック弓のなかに
も、弓幹の屈曲部を支点としてテコの原理が働き、弓
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の両端がシヤに類似した機能を持つように作られた例
が認められる（図12）。チュクチとの技術交流を介し
てシヤの原理を理解し、それを自分たちの弓に反映さ
せたのか、独自にシヤに代わるテコの原理の働く弓を
開発したのかは不明であるが、ネオエスキモー集団が
弓の改良に関心がなかったわけではないことが分か
る。
　逆にチュクチの側もエスキモー弓の技術を導入し、
ユーラシア木質積層弓にケーブルバックを付け加え
た、いわばハイブリッド型の弓を用いている。こうし
た例から、シベリアとアラスカの先住民の間で、弓の
製作技術をめぐって相互に交流があったことは確かだ
が、両地域とも基本的な弓のデザインは踏襲し続けて
いる。
　先に述べたように、日本列島の弓が典型的な例だ
が、戦士集団は武器をめぐって基本的に保守的であ
る。幼児から民族特有の武器で訓練を重ねる結果、武
器と身体技能とが一体化するからである。習得の難し
い武器の場合ほどその傾向は強まる。チューレの弓が
シヤを用いない点で保守的であるいっぽう、それを代
替する機能を弓幹に加えた進歩の跡が認められること
には、和弓の場合と同様、武器としての近代的な意味
での合理性以外の、何らかの文化的ないし心理的な要
因が関与しいていたのではないだろうか。
　新旧両大陸北極圏の複合弓を比較検討する限り、12

世紀中頃に開始されたチューレないしオールド・ベー
リング・シーやプヌクなどの文化集団、すなわちネオ
エスキモーの東方への移住・拡散をもって、「アジア
から来た戦争」や「アジア戦争複合体」を論じること
には無理がある。「戦争複合体」という折角の概念を
活かすのであれば、実体に即して「ベーリング海戦争
複合体」の語を用いるのが妥当と思われる。実際、先

述したように、北米北極圏の暴力をめぐって研究を蓄
積してきたメイソンも、チューレの本来の活動拠点
は、チュコト半島の東端からアラスカ北西部に広がる
ベーリング海峡沿岸地域にあり、戦乱はそこから東方
へと拡大したと捉えている（Mason 2020）。
　北米大陸では、この「ベーリング海峡戦争複合体」
の発生と時期を前後して、アラスカ内陸部からカナダ
にかけて居住していたアタパスカン（またはアタバス
カン）が、突如として南方への移住・拡散を開始し、
行く手を阻む先住民（ファースト・ピープル）と抗争
を繰り広げながら、最終的には現在のメキシコ北部ま
で到達し、隣接集団からアパッチ（敵）の名で恐れら
れる好戦的部族社会をいくつかの地域で成立させ、プ
エブロ文化崩壊の引き金になった可能性のあることが
知られている（Paper 1993; Lambert 2002; Wilson 2011）。
いっぽう、アタパスカン諸族の話す Na-dene語が、遠
くエニセイ川流域に居住する先住民ケトの話すエニセ
イ語と近縁関係にあることが最新の言語学的成果とし
て確認された結果（Vajda 2008）、彼等がアジアから
いつどのようにしてアラスカ内陸部へと移住してきた
のかという問題が、言語学や人類学、考古学、さらに
遺伝子学などを貫いた大きな論争の焦点となっている
（Ives 2010; Diamond 2011）。
　アタパスカンは、動物の角と腱と木質とを膠で張り
合わせた強力な複合弓であるホーンボウ（角弓）を武
器とすることで、周囲の敵対的な集団に対して軍事的
に圧倒的な優位に立ったことが知られている（Paper 

1993; Wilson 2011）。弓の特徴が、ユーラシア乾燥地
帯の彎曲複合弓と似ていることから、先の言語学的近
縁関係も踏まえて、アタパスカンがアジアからベーリ
ング海峡を越えて北米大陸に移住した際に帯同した弓
であるとする見解もある（Paper 1993, Wilson 2011）。
いっぽうマシュナーは、強力な複合弓の存在も含め
て、先の「アジア戦争複合体」の北米大陸への巨大な
拡散の一翼をなすものとして、アタパスカンによる軍
事力に依拠した急速な移住と拡散を捉えている
（Maschner 2008）。
　しかし、いずれ別稿で詳しく検証するが、アタパス
カンのホーンボウもまた、エスキモー・ケーブルバッ
ク弓と同様、正確な意味でのシヤを持たず、ユーラシ
ア乾燥地帯の完成された複合弓とは似て非なる弓であ
る。強いてユーラシアの弓と比較するなら、動物の角
を弓幹の両翼に配した特徴が、シヤが成立する直前の
時期に用いられたスキタイ期のシグマ型複合弓（高濱 
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2010）によく似ている。
　マシュナーは、チューレとアタパスカンそれぞれの
戦乱の拡散を、ひとまとめに東半球への「アジア戦争
複合体」の波及と捉えている（Maschner 2008）。確か
に二つの動乱は相前後する時期に発生しているし、地
理的にも接触しているから、何らかの繋がりがあって
も不思議はない。しかし両者いずれとも「アジアから
来た戦争」として捉えるのは難しい。むしろそれぞれ
「ベーリング海戦争複合体」と「アタパスカン戦争複
合体」という相対的に独立した、しかし何らかの歴史
的な繋がりのある二つの動乱として捉え、どのような
相互関係にあったのかという問題として考察していく
のが妥当であると思われる。
　これに関連して、北米大陸にはもう一つ、武力を背
景とした移住・拡散を伴う「戦争複合体」が発生して
いる。アタパスカン南侵の時期に、それと相前後して
勃発した、ヌミックによる武力を伴う大規模な移住・
拡散である。ヌミックは北米大陸南部に分布するユ
ト・アステカ語族の一分派で、ショショーニ（スネー
ク・インディアン）、コマンチ、バイユートなどの諸
族によって構成されていた。ヌミック諸族の軍事的拡
散がいつ、どうして開始されたかは明確ではないが、
先のアタパスカンの勢力拡大とその多くの時期が重な
り、両者は強い敵対関係にあった。その際、ヌミック
とアタパスカンの闘争は拮抗関係にあるか、むしろヌ
ミックが軍事的に圧倒していた（Sutton 2014）。
　アラスカでは、ロシアの捕鯨船がやって来るころに
なっても、エスキモー同士の戦いが未だに続いていた
（Burch 1991）。スペイン人が侵略を開始した頃、ヌ
ミックとアタパスカンは北米南西部で激しい抗争の只
中にあった。これにスペイン人が介入するなかで、は
じめにヌミックが、ついでアタパスカンが馬と銃を知
ることとなり、彼等北米先住民の戦いにさらにヨー
ロッパ人が加わって、抜き差しならない三つ巴の戦い
が開始された（Sutton 2014）。要するに、北米大陸で
は、12世紀にネオエスキモーの侵攻が始まって以来、
第２千年紀の大半を通して戦争が絶えなかったのであ
る。その端緒はベーリング海峡周辺で開始された紛争
にあるが、それに東アジアの戦争が関与していたとい
う明確な考古学的根拠は、少なくとも現時点では認め
られない。繰り返し述べるように、戦争はアジアから
来たのではなく、ベーリング海周辺で独自に始まった
と考えるべきである。

２　北極圏考古学の新たな展望

　北米考古学および人類学において、20世紀前半の
学説を基に継承されてきた「アジアから来た戦争」論
に代わるものとして、ユーラシア北部と北米北極圏と
の歴史的な関係を考古資料から実証的に解明していく
ための、より精密な研究が新たに展開しつつある。
　例えばビクトール・Ｍ・ディアコノフ等は、アジア
北東部からアラスカにかけての初期金属文化に関連す
る資料を広汎にレビューした上で、次のような見解を
示している。冶金生産址の発見例やその他の痕跡か
ら、ユーラシア北部の青銅と鉄の冶金技術は、主にレ
ナ川沿いから極北東部に向かってタイミル半島に最初
に普及したことが分かる。BC８世紀から AD５世紀
にかけて、ヤクートでは青銅器の鋳造所が発達したこ
とに伴い、鉄の精錬術も習得され、初期鉄器時代の文
化が広まった。チュコトカへの冶金技術の普及は、ア
ムゲマ川で発見されたバーリンやアウルの鋳型で確認
されているが、金属は第１千年紀の間は非常に希少
で、ほとんど取引きされていなかった。鉄器の発見も
非常に限られたものである。初期鉄器時代の遺跡はレ
ナ川の下流域に存在するが、製鉄業はヤクートの領域
以北には決して延びなかった。ベーリング海峡を越え
て鉄製品がアラスカに出現するのは非常に遅れる。金
属はチュコトカからオールド・ベーリング・シーやプ
ヌクなどネオエスキモーの先祖を経由してアラスカに
伝えられるようになったが、アラスカ自体には青銅や
鉄の自立した冶金技術は存在しなかった。鉄がアラス
カに現れたのは AD1000年代後半で、11世紀までには、
シベリアからの鉄が、チュクチ海に沿ったルートと、
オホーツク海に沿ったもう一つの南のルートの２つの
経路のいずれかを介して定常的にアラスカに持ち込ま
れていた。このルートを利用して、当時冶金の中心地
の一つであった沿海州で生産された鉄が中継されてい
た可能性もある。以上のような北東アジアからアラス
カへの金属の拡散は、レナ川流域、極北東部、チュコ
トカの間に永続的で持続的なつながりがあったことを
示している（Dyakonov et al. 2020）。
　またアイリーン・コリガンは、AD1000年頃から
AD1400～1500年頃までの北米北極圏のネオスキモー
文化であるチューレの鉄利用について、これまで限ら
れた地理的スケールで行われてきた研究を統合して汎
北極圏な視点のもとに精査した上で、次のような見解
を示している（Colligan 2017）。実験考古学的所見で
は、海獣の牙やその他の硬い素材を切るには、鉄や銅
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の方がより効果的であるが、石や齧歯類の歯など伝統
的な素材も使用されていた。チューレは鉄を入手でき
る時には鉄を使用したが、その供給量は限られてお
り、ヨーロッパ人との接触前の時代には不確かなもの
であった。金属製の道具は小さく、紛失や破損の危険
性がない状況で使用するために作られた。グリーンラ
ンドの後期ドーセットやチューレは、地元に鉄供給源
（隕鉄）を持ち、相対的に多くの鉄を利用することが
できた。そのことから、チューレの東方への拡散の動
機を、そうした東部の鉄資源を求めての移住あるいは
商業活動とみなす見解もある。しかしグリーンランド
の隕鉄と同成分の鉄製品が西部で発見された事例はな
い（Colligan 2017, Mason 2020）。
　こうした新しい研究は、本論で示した両大陸北極圏
の弓の比較研究から導かれる結論と同様に、ベーリン
グ海峡周辺で開始された戦争の起源を、安直に「アジ
ア起源の暴力」に求める議論には問題があること、そ
のいっぽう、ユーラシアと北米北極圏とは、多様な歴
史的関係がもつれた糸のように複雑に絡み合って結ば
れており、それらの消えかかった見えにくい痕跡につ
いての実証的な解明の蓄積と、それをめぐる丁寧な解
釈が求められていることを示している。
　シヤを持つユーラシア北部の木質積層弓の分布圏
は、ユーラシア大陸北部におけるトナカイ放牧民の居
住域の広がりとほぼ重なる。トナカイ放牧文化とユー
ラシア木質積層弓との間には、何らかの繋がりがある
に違いない。いっぽう、トナカイ放牧文化の拡散は、
ユーラシア大陸東端のチュコト半島において、北方海
洋適応を遂げたエスキモーの「くさび」に完全に阻止
され、北米大陸には広まらなかった（北米にトナカイ
の放牧が広まるのはヨーロッパ人との接触以降であ
る）（Fitzhugh 2010）。シヤを持たない点でユーラシア
木質積層弓より古式の様相を示すエスキモー・ケーブ
ルバック弓の起源は、現時点では不明である。その解
明は、エスキモーの起源という、より大きな謎を解く
ための、一つの重要な鍵となるに違いない。
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The “War from Asia” and the Arctic Bow

Mitsuhiko OKAYASU*

 The “war from Asia” argument which posits that the “Asian War Complex” spilled over into the 
North American Arctic via the Bering Strait in the 12th century, thereby prompting the migration 
and expansion of the Thule peoples eastward, has been actively discussed in American archaeology 
and anthropology. This discussion is attributable to the appearance of composite bows and armor of 
Asian origin, the construction of defensive settlements and fortifications, and the increase in the re-
mains of those wounded in warfare.
 However, the Eurasian wood-laminated bow is quite different from the cable-backed-bow of the 
North American Arctic. The cable-backed bow is an archaic bow that draws its lineage from the 
Mesolithic flat bows. In contrast, the Eurasian wood-laminated bow is a newer type of bow that 
originated in the northern fringes of Eurasia, influenced by the sophisticated compound bow with a 
siyah (a hard handle attached to both ends of the bow that was first used in inland Eurasia during 
the rise of the Xiongnu tribal confederation).
 There may be insufficient evidence to conclude that the “war from Asia” in the context of the 
North American Arctic is based on the existence of composite bows. In fact, Asia had little impact 
on those historical complexes.
 What originated in the Bering Strait and spilled over into the North American Arctic was not the 
“Asian War Complex”, but the “Bering War Complex”. At about the same time, the Athapaskan 
War Complex” and the “Numic War Complex”, both of which existed on the North American con-
tinent, can be seen as constituting the “North American War Complex”, which has a historical con-
nection to the “North American War Complex”. Asia did not have a significant influence on those 
historical complexes.

Keywords
North American Arctic, Bering Sea, Asian war complex, Wood-laminated bow, Cable-backed bow
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